
　今回の防犯紙芝居は、平成２４年１１月３０日、１２月１３日、１２月１８日に、それぞれ楠見西小学
校、楠見東小学校、楠見小学校で実施されました。
　紙芝居を演じてくれたのは、和歌山市立楠見中学校の生徒会１２人の皆さんです。日本各地で起
こってしまった痛ましい事件を繰り返させないようにするため、小学生に命を守ることの大切さを学
んでもらおうと取り組んでくれました。
　紙芝居では、司会をする人、役を演じる人、紙芝居や音声を操作する人、質問する人など、どれを
とってもすごく完成度が高く、見ている小学生らを夢中にしていました。
　また、紙芝居の途中では、質問係が「こんな時、私ならこうするよ！っていう人、前へ来て！」と聞
くと、小学生は「ハイ！ハイッッ！！」と元気良く手をあげて答えていました。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

防犯紙芝居で小学生を守る！～楠見中学校生徒～

　楠見西・楠見東・楠見小学校でこわいめに遭わないためのお約束！




